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伝子の塩基配列の解析により、 51株がOchrobactrum属、 4株がDeljtia属、 l株がAchromobacter属と同定さ
れた。生理試験の結果、後者を Achromobactersp. YD35株 (YD35株)と伺定し、その遺伝子操作系の確立に
成功した。
YD35株の細胞内タンパク質のプロテオーム解析を行ったところ、亜碕酸塩存在下では、各種のラジカル
解毒系タンパク質と TCA回路において NADHまたは NADPHの生産に関わる酵素群の発現の上昇が確認さ










YD35株がコードする 5つのアコニターゼ (Acn)遺伝子のうち、 トランスポゾンによる挿入変異は σcnA3
507 
のみに見られた。組換え AcnA3タンパク質の酵素活性は YD35株の他の Acnの組換え酵素のそれと比べて




述の Pdhも細胞内の NADHの供給に重要な酵素であるとされていることから、 PdhはAcnA3と協調して
NADHの生産を強化することで呼吸系の働きを助けていると考えられる。また、この過程で産生された
NADHまたは NADPHは、ラジカル解毒系酵素の解毒にも利用されると予想され、本研究により、細菌の
RNS応答における NADH代謝の重要性が明らかとなった。
審査の結果の要旨
これまで、細菌の酸化およびRNSストレスへの応答については、ラジカル解毒系タンパク質の活性と発
現によるものがよく知られていたが、本研究では、それらの機能の発現に必須な NADHまたは NADPHの
産生が酸化およびRNSストレスへの耐性化に必須であることを初めて見出した。本研究は、細菌のストレ
ス応答に新たな知見を与えた点で重要であるとともに、将来、細菌の生育の制御技術を開発する上で重要な
基礎的知見となる点で高く評価できる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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